
資料１

これまでの主な取組状況について

広島県西部建設事務所管内
【西ブロック】



１．広島県の取組状況



（１）計画的かつ着実な河川整備
○近年の浸水被害に対する治水対策の推進（排水ポンプ車の配備）

排水ポンプ車は，災害時の浸水被害への対策として有効な防災機材であり，市町か
らの要請により緊急時の広域な応援派遣が可能である。
令和２年度は，西部建設事務所に１台を配備した。

西部建設事務所 １台：性能【30㎥/分】



（２）適切な避難勧告等の発令

異常洪水時防災操作に関する情報，非常用洪水吐からの越流に関する情報につ
いて，建設事務所（支所）長より市町長等にホットラインを行い，市町長が行う避難勧
告等に係る判断を支援する。

○ダムのホットライン導入について

ゲート開け始め等
（各ダムごと）

承認時 移行時 1時間前 越流時

ダム管理事務所長 市町危機管理部署等 変更 ○

建設事務所・支所長 市町長 新規 ○ ○

ゲートレスダム 建設事務所・支所長 市町長 新規 ○ ○

異常洪水時防災操作 非常用洪水吐からの越流

ゲートダム

ダム種類 ホットライン元 ホットライン先 協議等

ゲートダム ゲートレスダム

ホットラインと合わせて，ダムからメール
通知（自動）を行うことで，情報伝達の強
化を図る。（１０月完成）

※災害対策基本法の改正により，令和３年５月20日から
避難勧告は廃止され，避難指示として発令されている。



（２）適切な避難勧告等の発令
○想定最大規模降雨による洪水浸水想定区域図の作成

洪水予報河川及び水位周知河川等において，想定最大規模降雨による洪水浸水想
定区域図を６３河川において作成し，ホームページ等で公表。
令和２年度末までに全６３河川の作成を完了。

◯ 洪水浸水想定区域図はインターネットやスマートフォンで「洪水ポータルひろしま」から確認できる。
◯ 「洪水ポータルひろしま」では高精度なXRAIN（降雨観測情報）の配信や避難所の位置も確認できる。

▼洪水浸水想定区域図（想定最大）【パソコン】▼洪水ポータルひろしまトップ画面【パソコン】

ここをクリック！



（２）適切な避難勧告等の発令
○水位情報の提供（危機管理型水位計の設置）

既存の水位観測所を設置していない河川のうち，平成30年７月豪雨により浸水被害
が発生した河川や，近隣に避難所などの重要施設がある河川など，１００ヶ所（９５河
川）に設置する。
令和２年出水期までに５０ヶ所で運用を開始しており，令和３年出水期までに50か所
の追加設置を目指す。

◯ 危機管理型水位計の水位はインターネットやスマートフォンで「川の水位情報」から確認できる。
◯ 増水時に一定の水位に達したら水位観測を開始し，10分毎に水位が更新される。

▼川の水位情報【パソコン】
▼水位の確認方法【パソコン】

見たい箇所をクリック！

観測開始水位（河床から護岸高の約4割の高さ）に達したら
10分毎に水位観測を開始します

現在の水位

水位が0.00m（護岸高）に達したら
水位計設置箇所で氾濫が発生

◯ 「川の水位情報」へは「広島県河川防災情報システム」のリンクからも アクセスできます。

【設置例】



（２）適切な避難勧告等の発令
○河川監視用カメラの設置

平成30年７月などの豪雨により浸水被害が発生した河川や，人口・資産の集中する
河川（水位周知河川等）を中心に，71ヶ所（予定）に設置する。
令和２年出水期までに１３ヶ所で運用を開始しており，令和３年出水期までに63ヶ所
の追加設置を目指す。

◯ カメラの画像はインターネットやスマートフォンで「広島県河川防災情報システム」から確認できる。
◯ ２分毎に画像が更新される。

▼システムTOPページ【パソコン】

○各観測地点の雨量・水位，河川監視カメラ画像等の観測情報と併せて気象情報が
チェックできます。

平常時

洪水時

▼河川監視カメラ画像

スマートフォン

QRコード

▼水位と雨量の状況【パソコン】
広島県河川防災情報システム 検索

携帯電話

ORコード

【設置例】



（３）水防活動の効率化・水防体制の強化
○河川管理者と市町による堤防の合同点検

県管理河川における危険箇所等について現地の状況を確認し共有しておく必要があ
り，その対応として，出水期前の堤防点検に合わせて，危険箇所等を現地確認するこ
ととし，県と市町が合同で堤防点検をする区間を選定し，当該区間を市町と一緒に現
地で確認する。

◯ 令和2年度から，各建設事務所（支所）において，管轄する県管理河川の出水期前点検の実施スケジュール
を作成する際，点検する区間の関係市町と合同で実施するよう依頼した。

堤防点検の様子（馬洗川） 令和２年度 出水期前点検位置図
（北部建設事務所管内）



（３）水防活動の効率化・水防体制の強化

県管理河川では，沼田川水系沼田川と黒瀬川水系黒瀬川に河川防災ステーション
を整備している。

県管理河川では，重要水防箇所を定め県内の水防施設に備蓄資材及び器具を保
管しており，出水期前に水防工法講習会を実施している。

○河川防災ステーションの整備について

沼田川 防災ステーション 黒瀬川 防災ステーション

土のう積演習 実施状況
（令和元年5月 水防工法講習会）
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（４）平時からの住民への避難行動等の周知

浸水想定区域や土砂災害警戒区域内の要配慮者利用施設の管理者等は「避難
確保計画の作成」及び「避難訓練」の実施が義務化となった（H29.6～）。
対象は，市町の地域防災計画にその名称及び所在地が定められた施設。

講習会プロジェクト等により，要配慮者利用施設における避難確保計画の作成・避
難訓練の実施を支援することとしている。

○要配慮者利用施設における避難計画の作成及び避難訓練の実施

※以下のアドレスから手引きをダウンロードできます。（国土交通省ＨＰ）

計画ひな型

手引き（別冊）

http://www.mlit.go.jp/river/bousai/main/saigai/jouhou/jieisuibou/pdf/keikaku_hinagata_suibou201801.doc

http://www.mlit.go.jp/river/bousai/main/saigai/jouhou/jieisuibou/pdf/keikaku_hinagata_suibou201801.doc

http://www.mlit.go.jp/river/bousai/main/saigai/jouhou/jieisuibou/pdf/keikaku_tebiki_suibou201801.pdf

〇令和２年10月末時点での要
配慮者利用施設（2,527施
設）のうち、計画作成済施設は
2,004施設（約79.3％）
※全国の作成率は62.9％
〇国土交通省は、令和４年３
月迄に作成率を100％とし、逃
げ遅れによる人的被害ゼロの実
現を目指している

避難確保計画 手引き



（４）平時からの住民への避難行動等の周知

広島県では，令和元年度から，不動産取引の際に，地域の水害リスクについて適切に
情報提供いただくことができるよう，不動産関連事業者に対して，研修会等の場において，
浸水想定区域図や洪水ハザードマップの内容や見方等についての説明を実施している。

宅地建物取引業法施行規則の一部を改正する命令の公布により，令和２年８月28日か
ら，洪水，内水及び高潮についても，重要事項説明として，水害ハザードマップを活用して，
水害リスクに係る説明をすることが義務付けられた。

引き続き，地域の水害リスクについて適切に情報提供できるように，広く周知・支援を行
う。

○適切な土地利用の促進について

対象災害
宅地建物取引における
重要事項説明

洪水
水害リスク情報

（水害ハザードマップ）
雨水出水

高潮

津波
津波災害特別警戒区域

土砂
土砂災害特別警戒区域

（参考） （R1年度説明会 広島会場の様子）（実績）
年度 実績 備考

R1 説明会の実施 広島市
福山市

R2 文書による市
町への周知

法改正



（４）平時からの住民への避難行動等の周知

避難行動等の周知

 災害から命を守るために必要な行動の習得を通じ，災害時の「死者
ゼロ」を目指すとともに，未来の防災リーダーの育成を目標として，主
に小中学生及びその保護者を対象に出前講座を開催しました。

（防災出前講座実施件数）

防災クイズ

 SNSを通じて防災情報
を発信し，県民に向け
た防災意識の更なる波
及効果を図ります。

水害ハザードマップの周知

防災情報の周知

 地理情報システム（Web-GIS）に各種情報を表示してい
ます。水系・河川ごとに「浸水想定区域図」や「浸水継続時
間」，「家屋倒壊等」の図面を公表しています。

模型説明

観測所状況

雨量メッシュ情報と観測所情報の重ね合せ

洪水ポータルひろしま

XRAIN

小学校 中学校 合計

H29年度 ４校 １校 ５校

H30年度 ７校 ２校 ９校

R元年度 ９校 ３校 12校
R2年度 ５校 １校 ６校

※ 小中学校の他，自主防災会等を対象に２回実施。

※



２．各構成機関の取組状況



（２）適切な避難勧告等の発令

応急的な避難場所として，商業施設や高層ビル等を活用している市町の事例を情
報共有

②避難計画の確認・見直し

協定 避難場所 指定の時期

広島県厚生
農業協同組
合連合会

吉田総合病
院

平成３０年８
月１日

広島県北部
農業協同組
合

広島北部農
業協同組合

平成３１年３
月２９日

医療法人社
団八千代会

富士メディカ
ル㈱

メリィハウス
文化芸術の
館

令和元年
１１月１日

安芸高田市

ただし、市の指定する避難場所
ではなく、施設の一部を利用で
きるように協定を締結したもの。



（３）水防活動の効率化，水防体制の強化
②河川管理者と市町による堤防の合同点検

堤防について，河川管理者が「堤防区分の評価」と「河川背後地の社会的評価」による重要度を
踏まえた区間区分を設定し，点検を実施
堤防の状態確認や防災情報の共有のため，県と市町の合同点検を実施

西部建設事務所
廿日市支所・安芸太田支所

点検箇所の例徒歩による目視点検の様子



（３）水防活動の効率化，水防体制の強化
②河川管理者と市町による堤防の合同点検

堤防について，河川管理者が「堤防区分の評価」と「河川背後地の社会的評価」によ
る重要度を踏まえた区間区分を設定し，点検を実施
堤防の状態確認や防災情報の共有のため，県と市町の合同点検を実施

広島市中区

堤防点検の様子がわかる写真があれ
ば添付してください。



（３）水防活動の効率化，水防体制の強化
②河川管理者と市町による堤防の合同点検

堤防について，河川管理者が「堤防区分の評価」と「河川背後地の社会的評価」によ
る重要度を踏まえた区間区分を設定し，点検を実施
堤防の状態確認や防災情報の共有のため，県と市町の合同点検を実施

広島市西区



（３）水防活動の効率化，水防体制の強化
②河川管理者と市町による堤防の合同点検

堤防について，河川管理者が「堤防区分の評価」と「河川背後地の社会的評価」によ
る重要度を踏まえた区間区分を設定し，点検を実施
堤防の状態確認や防災情報の共有のため，県と市町の合同点検を実施

広島市安佐北区

堤防点検の様子がわかる写真があ
れば添付してください。

堤防点検箇所のわかる図面等があれ
ば添付してください。

根谷川巡視（５月２０日実施）

参加機関：太田川河川事務所、安佐北
消防署、安佐北区役所、安佐北警察署



（３）水防活動の効率化，水防体制の強化
○関係機関が連携した水防訓練

水害対応タイムラインを活用する等，多様な関係機関，住民等の参加による実践的な水防訓練を実施

広島市

訓練名 主体 参加者 参加人数 訓練内容 時期

中区水防訓練 中区役所、中消防署、中消防
団、中区自主防災会連合会

中区役所、中消防署、中消防団、
中区自主防災会連合会

約１６０人 水防工法等 毎年5月
頃

西区水防訓練 西区 消防署・消防団・区役所 約１００名 水防技術習得訓練 毎年６月
頃

佐伯区水防訓
練

佐伯区・佐伯消防署 佐伯区役所、佐伯消防署、佐伯消防
団、佐伯警察署、佐伯区自主防災会
連合会

100名程度 水防技術習得訓練、
災害想定訓練

6月上旬

訓
練
の
様
子



（３）水防活動の効率化，水防体制の強化
○関係機関が連携した水防訓練

府中町・海田町

訓練名 主体 参加者 参加人数 訓練内容 時期 備考

水防訓練
（府中町）

危機管理課
消防本部

町職員
消防職員消防団員
自主防災会自衛隊

50名程度 土のう作成
積み土のう
シート張り工法

毎年出水期
前

自衛隊はR
元年度のみ

令和元年度
海田町総合
防災訓練

海田町 海田町職員，海田町住民，
陸上自衛隊，中国電力，広
島ガス，ＮＴＴ，海田町消防
団，社会福祉協議会，要配
慮者利用施設，協定企業等

５４０名 大雨の状況下，職員の参集訓練
から開始し，平成３０年７月豪雨災
害時の初動対応の流れを軸に，
住民が避難を完了し，その後の避
難所への支援及び応急復旧の初
期段階までを訓練する。

令和元年６
月９日

府中町水防訓練の様子



（３）水防活動の効率化，水防体制の強化
⑦水防に関する広報の充実

消防団（水防団）員の募集，自主防災組織・企業等の参画を促すための広報を実施

広島市西区・安佐北区

防災訓練会場において消防団（水防団）
員の募集コーナーを展示



（３）水防活動の効率化，水防体制の強化
⑦水防に関する広報の充実

消防団（水防団）員の募集，自主防災組織・企業等の参画を促すための広報を実施

安芸高田市

ホームページによる広報



（４）平時からの住民への避難行動等の周知
②水害ハザードマップの周知，④住民参加による避難訓練

想定最大規模降雨による洪水浸水想定区域図を基に作成した水害ハザードマップを印刷物の配布，ＨＰへの
記載等により住民等へ周知

出水期までに水害対応タイムラインや水害ハザードマップ等を活用し，避難場所や避難経路及び危険箇所な
どを確認するなど，住民参加による実践的な避難訓練を実施

安芸高田市



（４）平時からの住民への避難行動等の周知
②水害ハザードマップの周知，④住民参加による避難訓練

想定最大規模降雨による洪水浸水想定区域図を基に作成した水害ハザードマップを印刷物の配布，ＨＰへの
記載等により住民等へ周知

出水期までに水害対応タイムラインや水害ハザードマップ等を活用し，避難場所や避難経路及び危険箇所な
どを確認するなど，住民参加による実践的な避難訓練を実施

江田島市

住民参加型の避難訓練を実施しました



（４）平時からの住民への避難行動等の周知

河川防災の出前講座，避難訓練等において，水害対応タイムラインや水害ハザー
ドマップ等を活用して，洪水時の住民の対応を周知
「ひろしまマイ・タイムライン」の作成及びその活用促進

⑥避難行動等の周知

年度 小学校 中学校 その他

H29 0 0 11
H30 0 0 26

R1 0 0 31

R2 1 0 2

河川防災の出前講座の開催状況

説明会等 参加人数 その他

R2.10.24 76人

ひろしまマイ・タイムラインの作成支援

安芸高田市

Ｒ２．１０．２４開催の４自主防災組織連絡会での「ひ
ろしまマイ・タイムライン」についての説明
（県による避難の呼びかけ体制づくりセミナーを同日
開催）

H29、R1では吉田高等学校
で防災講話を実施



（４）平時からの住民への避難行動等の周知

河川防災の出前講座，避難訓練等において，水害対応タイムラインや水害ハザー
ドマップ等を活用して，洪水時の住民の対応を周知
「ひろしまマイ・タイムライン」の作成及びその活用促進

⑥避難行動等の周知

説明会等 参加人数

小・中学校
（防災授業）

３８０名

出前講座 １１９名

防災リーダー
研修会

４０名

ひろしまマイ・タイムラインの作成支援

江田島市



（４）平時からの住民への避難行動等の周知

河川防災の出前講座，避難訓練等において，水害対応タイムラインや水害ハザー
ドマップ等を活用して，洪水時の住民の対応を周知
「ひろしまマイ・タイムライン」の作成及びその活用促進

⑥避難行動等の周知

年度 小学校 中学校 その他

H29 ０ ０ １８

H30 ０ １ １６

R1 ３ ０ １７（内，６は小
中学校教員）

R2 ３ ０ ５

河川防災の出前講座の開催状況

海田町



（４）平時からの住民への避難行動等の周知

河川防災の出前講座，避難訓練等において，水害対応タイムラインや水害ハザー
ドマップ等を活用して，洪水時の住民の対応を周知
「ひろしまマイ・タイムライン」の作成及びその活用促進

⑥避難行動等の周知

説明会等 参加人数

令和２年度

第１回熊野町防災・
減災まちづくり会議

２７人

ひろしまマイ・タイムラインの作成支援

熊野町

住民を対象に，「ひろしまマイ・タイムライン」を活
用した研修会を開催しました。



平成ｘｘ年ｘｘ月ｘ日ｘｘ時ｘｘ分ｘｘ地方気象台発表
ｘｘ市
【発表】暴風，波浪警報 大雨，雷，濃霧注意報
【継続】高潮注意報
××市 今後の推移（ 警報級 注意報級）

発表中の

警報・注意報等の種別

７日 ８日

21-24 0-3 3-6 6-9 9-12 12-15 15-18 18-21 21-24

大雨

１時間最大雨量
(ミリ) 10 10 30 30 50 50 50 30

（浸水害）

暴風

風向
風速
（矢印・
メートル）

陸上 15 18 20 22 22 25 18 15 15

海上 20 22 25 28 28 30 22 20 20

波浪 波高（メートル） 5 5 8 8 8 9 8 7 7

高潮 潮位（メートル） 0.7 0.7 0.8 1.0 1.8 2.0 1.8 1.2 1.2

◯ 災害発生の危険度の高まりを評価する技術の開発
（表面雨量指数・流域雨量指数）

◯ 大雨警報・洪水警報等を発表した市町村内において
どこで実際に危険度が高まっているかを確認できる
危険度分布の提供

◯ 危険度分布の技術を活用した大雨特別警報の発表対象
区域の改善

基本的方向性
◯社会に大きな影響を与える現象について、可能性が高くなくとも発生のおそれを積極的に伝えていく。
◯危険度やその切迫度を認識しやすくなるよう、分かりやすく情報を提供していく。

交通政策審議会気象分科会提言「「新たなステージ」に対応した防災気象情報と観測・予測技術のあり方」 （平成27年7月29日）より

改善Ⅲ 危険度分布（メッシュ情報）の充実

改善Ⅱ「警報級の可能性」の提供

改善Ⅰ 危険度を色分けした時系列
◯ 今後予測される雨量等や危険度
の推移を時系列で提供

◯ 危険度を色分け

注意報・警報

（文章形式）

◯ 夜間の避難等の対応を支援する観点から、
可能性が高くなくても、「明朝までに警報級の現象に
なる可能性」を夕方までに発表

◯ 台風等対応のタイムライン支援の観点から、
数日先までの警報級の現象になる可能性を提供
日付 明朝まで 明日 明後日 （金） （土） （日）

警報級の
可能性

雨 中 － － 中 高 －

風 中 － － 高 高 －

【降雨により災害発生の危険度が高まるメカニズム】

H29.7.4
提供開始

H29.7.4
提供開始

従来から
提供

H29。5.17
提供開始

H29.5.17
提供開始

防災気象情報の改善（平成29年度） 気象台



気象台

警戒レベルを用いた防災情報の発信（令和元年度）

危険度分布とハザードマップの重ね合わせ

防災気象情報の改善（令和元年度）

◯ 土砂災害や洪水
の危険度分布と
ハザードマップ
を重ねて表示す
るよう改善（今
後も可能な地域
から更新予定）

降雨予測情報の改善

防災気象情報の改善（平成30年度）

◯ 詳細な降水分布
を予測する「降
水短時間予報」
の予報時間を６
時間先から15時
間先まで延長

台風強度予報の予報期間の延長

防災気象情報の改善（平成30年度末）

◯ 台風の強度予報
（中心気圧や最
大風速等）の予
報期間を３日先
から５日先まで
延長



防災気象情報の改善（令和2年度） 気象台



出前講座
気象庁ワークショップ「経験したことのない大雨、その時どうする？」の開催
気象、地震等に関する出前講座・・・小中学校、公民館、児童館、公共機関など

お天気ひろば
実施日（今年度）：令和2年11月3日（火：祝日）09：30～16：30
会 場：広島市江波山気象館

江波山気象館、日本気象予報士会広島県支部と連携

安全知識の普及啓発

広島地方気象台にて気象防災ワークショップを実施
実 施 日：令和元年９月４日（水）、１１日（水）
実施場所：広島地方気象台
実施内容：市町の防災担当者を対象に気象防災情報の

利活用に関する説明及び気象防災ワーク
ショップ（防災対応の疑似体験）を実施

気象台


